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〇

発 行 内 閣 府
（原稿作成 国立印刷局）

そ
の
他
告
示

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
法
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
及
び
ロ
の
外
務
大
臣
が
指
定
す
る
者
を
告
示
す
る
件

（
平
成
二
十
年
十
月
一
日
外
務
省
告
示
第
五
百
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲

げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

１

﹇
略
﹈

１

﹇
略
﹈

２

法
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
貸

付
け
又
は
出
資
を
行
う
者
と
し
て
外
務
大
臣
が
指

定
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。た
だ
し
、

第
二
号
、
第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ

る
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
出
資
を
行
う
場
合
に
限

る
。

２

法
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
貸

付
け
又
は
出
資
を
行
う
者
と
し
て
外
務
大
臣
が
指

定
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。た
だ
し
、

第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に

あ
っ
て
は
、
当
該
出
資
を
行
う
場
合
に
限
る
。

一
〜
五

﹇
略
﹈

一
〜
五

﹇
略
﹈

六

欧
州
、中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
、中
央
ア
ジ
ア
・

コ
ー
カ
サ
ス
及
び
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
民

間
セ
ク
タ
ー
事
業
に
対
す
る
支
援
を
行
う
た
め

欧
州
復
興
開
発
銀
行
に
設
け
ら
れ
る
基
金

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍

線
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
七
月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

目

次

令和年月日 月曜日 第号官 報

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
六
十
二
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九

号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

総
務
大
臣

林

芳
正

一

名

称

豪
空
軍
主
催
多
国
間
共
同
訓

練（
ピ
ッ
チ
・
ブ
ラ
ッ
ク
26
）

参
加
部
隊
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
連
邦
）

二

国
外
派
遣
期
間

令
和
八
年
七
月
十
七
日
か
ら

令
和
八
年
八
月
十
四
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

二
百
三
十
人
程
度

四

派

遣

地

域

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
六
十
三
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九

号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

総
務
大
臣

林

芳
正

一

名

称

豪
空
軍
主
催
多
国
間
共
同
訓

練（
ピ
ッ
チ
・
ブ
ラ
ッ
ク
26
）

参
加
部
隊
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
連
邦
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和

国
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和

国
）

二

国
外
派
遣
期
間

令
和
八
年
七
月
十
七
日
か
ら

令
和
八
年
八
月
十
四
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

二
十
人
程
度

四

派

遣

地

域

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
及
び
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
二
十
八
号

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
法
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
及
び
ロ
の
外
務
大
臣
が
指
定
す
る
者
を
告
示
す
る
件

（
平
成
二
十
年
十
月
一
日
外
務
省
告
示
第
五
百
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充



〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
件

（
総
務
二
六
二
、
二
六
三
）

〇
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
法
第
十
三

条
第
一
項
第
二
号
イ
及
び
ロ
の
外
務
大
臣

が
指
定
す
る
者
を
告
示
す
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
外
務
二
二
八
）

〇
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
基
づ
き
、
在
宅
就
業
支
援
団
体

が
在
宅
就
業
障
害
者
に
係
る
業
務
の
全
部

を
廃
止
し
た
件
（
厚
生
労
働
二
六
三
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
農
林
水
産
九
七
一
〜
九
八
五
）

〇
特
定
水
産
資
源
（
さ
ん
ま
、
ま
あ
じ
、
ま

い
わ
し
太
平
洋
系
群
、
ま
い
わ
し
対
馬
暖

流
系
群
、
か
た
く
ち
い
わ
し
対
馬
暖
流
系

群
、
う
る
め
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
、
か

た
く
ち
い
わ
し
太
平
洋
系
群
及
び
ま
だ
い

日
本
海
西
部
・
東
シ
ナ
海
系
群
）
に
関
す

る
令
和
八
管
理
年
度
に
お
け
る
漁
業
法
第

十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
数
量
を
公

表
す
る
件
の
一
部
を
変
更
す
る
件

（
同
九
八
六
）

〇
旅
行
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
登
録
事
項
の

変
更
の
件
（
観
光
庁
一
四
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

内
閣
府

最
高
裁
判
所

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

関
東
地
方
整
備
局
公
示（
関
東
地
方
整
備
局
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁三

養
基
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
、
勝
瓜

口
土
地
改
良
区
・
大
丸
用
水
土
地
改
良
区

の
定
款
変
更
の
認
可
関
係

裁
判
所

相
続
、
失
踪
、
除
権
決
定
、
破
産
、
特
別

清
算
、
再
生
、
所
有
者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他

〇
土
地
収
用
法
の
規
定
に
基
づ
き
事
業
の
認

定
を
し
た
件
（
国
土
交
通
八
三
三
）





在
宅
就
業
支
援
団

体
の
名
称

在
宅
就
業
支
援
団
体

の
住
所

代
表
者
の
氏
名

在
宅
就
業
障
害
者
に
係
る
業

務
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

廃
止
年
月
日

特
定
非
営
利
活
動

法
人
ウ
ィ
ー
キ
ャ

ン
世
田
谷

東
京
都
世
田
谷
区
用

賀
四
丁
目
五
番
七
号

ル
ビ
ー
ノ
ロ
ト
ン

ダ
三

Ｂ

鈴
木
千
惠
子

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁

目
五
番
七
号

ル
ビ
ー
ノ
ロ

ト
ン
ダ
三

Ｂ

令
和
八
年
七
月

七
日

令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
六
十
三
号

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
四
条
の
三
第
十
三
項
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
在
宅
就
業
支
援
団
体
に
つ
い
て
、
在
宅
就
業
障
害
者
に
係
る
業
務
の
全
部
を
廃
止
す
る

旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
十
二
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
七
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
城
県
栗
原
市
若
柳
有
賀
字

新
山
三
一
の
二
八
、
三
一
の
九
二
、
三
一
の
九
四

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
そ
の
他
特
別
の
場
合
の
伐
採
に
係
る
も
の

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮

城
県
庁
及
び
栗
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
七
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
緑
区

小
原
字
ザ
レ
二
一
の
イ

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二

保
安
林
の
所
在
場
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
緑
区

青
野
原
字
山
根
一
四
二
二
地
先
（
地
先
国
有
林
。
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
四
二
一
の
一
（
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
四
二
二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
神
奈
川
県
庁
及
び
相
模
原
市
役

所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
七
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

広
島
県
山
県
郡
安
芸
太
田
町

大
字
小
板
字
真
入
山
一
〇
〇
三
、
一
〇
一
五
、
字
向
真

入
一
〇
七
八
の
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
広

島
県
庁
及
び
安
芸
太
田
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供

す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
七
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町
高

野
字
雲
下
一
〇
二
八
一
の
一
四
、一
〇
二
八
一
の
一
六
、

一
〇
二
八
一
の
二
九
、
一
〇
二
八
一
の
三
九
、
一
〇
二

八
一
の
四
〇
、
一
〇
二
八
一
の
四
二

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
そ
の
他
特
別
の
場
合
の
伐
採
に
係
る
も
の

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
広

島
県
庁
及
び
北
広
島
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
七
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町
高

野
字
平
木
一
〇
一
八
二
の
八
、
字
毛
地
一
〇
一
八
六
の

一
五
、
一
〇
一
八
六
の
一
七

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
そ
の
他
特
別
の
場
合
の
伐
採
に
係
る
も
の

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
広

島
県
庁
及
び
北
広
島
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
七
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

広
島
県
三
次
市
布
野
町
上
布

野
字
川
平
一
〇
三
四
一
の
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
広

島
県
庁
及
び
三
次
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）





令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
七
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

広
島
県
庄
原
市
口
和
町
竹
地

谷
字
上
槙
原
甲
一
〇
六
三
の
一
、
字
渋
谷
五
四
〇
一
の

一
二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

上
槙
原
甲
一
〇
六
三
の
一
・
字
渋
谷
五
四
〇

一
の
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
広
島
県
庁
及
び
庄
原
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
七
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

広
島
県
庄
原
市
東
城
町
受
原

字
槙
ノ
前
五
三
三
、
五
三
七

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
広

島
県
庁
及
び
庄
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
七
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

広
島
県
庄
原
市
高
野
町
岡
大

内
字
半
戸
五
二
八
〇
、
甲
五
二
八
一
の
一
、五
二
八
二
、

五
二
八
三
、
五
二
八
九
の
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
そ
の
他
特
別
の
場
合
の
伐
採
に
係
る
も
の

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
広

島
県
庁
及
び
庄
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
八
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

広
島
県
山
県
郡
安
芸
太
田
町

大
字
穴
字
本
郷
一
〇
九
三
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

本
郷
一
〇
九
三
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
広
島
県
庁
及
び
安
芸
太
田
町
役

場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
八
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

広
島
県
庄
原
市
上
谷
町
字
灰

原
一
〇
九
〇
の
一
、
一
〇
九
〇
の
二
、
字
大
山
五
二
七

四
、
五
二
七
五
、
字
西
灰
原
五
二
七
六
の
一
、
五
二
七

六
の
二
、
五
二
七
七
の
一
、
五
二
七
七
の
二
、
五
二
七

八
の
二
、
字
東
灰
原
五
三
二
五
の
二
、
五
三
二
六
、
五

三
二
七
の
一
、
五
三
二
八
の
一
、
五
三
二
八
の
二
、
五

三
二
九
の
一
か
ら
五
三
二
九
の
三
ま
で
、
本
村
町
字
熊

谷
六
四
八
七
の
一
か
ら
六
四
八
七
の
三
ま
で
、
六
四
八

八
の
一
、
六
四
八
八
の
二
、
六
四
八
九
の
一
、
六
四
八

九
の
二
、
六
四
九
〇

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
そ
の
他
特
別
の
場
合
の
伐
採
に
係
る
も
の

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
広

島
県
庁
及
び
庄
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
八
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町
都

志
見
字
向
井
原
山
一
〇
二
二
〇
の
一
、
一
〇
二
二
二
、

一
〇
二
二
八
の
一
、
一
〇
二
三
〇
、
一
〇
二
三
一
、
一

〇
二
三
三
、
一
〇
二
三
四
の
一
、
一
〇
二
三
五
の
一
、

一
〇
二
三
六
、
一
〇
二
三
九
、
一
〇
二
四
〇
の
一
（
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
字
田
野
原
一
〇
三
一
三

の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
そ
の
他
特
別
の
場
合
の
伐
採
に
係
る
も
の

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
広
島
県
庁
及
び
北
広
島
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
八
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

広
島
県
府
中
市
木
野
山
町
字

市
場
山
坂
根
一
〇
〇
〇
一
、
一
〇
〇
〇
二
、
一
〇
〇
〇

三
の
一
、
一
〇
〇
〇
六
、
一
〇
〇
〇
七
、
一
〇
〇
〇
八

の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
広

島
県
庁
及
び
府
中
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）
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次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 （ 以 下 「 傍 線 部 分 」 と い う 。 ） で こ れ に 対

応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 部 分 が あ る も の は 、 こ れ を 当 該 傍 線 部 分 の よ う に 改 め る 。

改 正 後 改 正 前

さんま、まあじ、まいわし太平洋系群、ま
いわし対馬暖流系群、かたくちいわし対馬暖
流系群、うるめいわし対馬暖流系群、かたく
ちいわし太平洋系群及びまだい日本海西部・
東シナ海系群に関する令和８管理年度（令和
８年１月１日から同年12月31日までの期間を
いう。）における漁業法（以下「法」という。）
第15条第１項各号に掲げる数量は、次のとお
りとする。

さんま、まあじ、まいわし太平洋系群、ま
いわし対馬暖流系群、かたくちいわし対馬暖
流系群、うるめいわし対馬暖流系群、かたく
ちいわし太平洋系群及びまだい日本海西部・
東シナ海系群に関する令和８管理年度（令和
８年１月１日から同年12月31日までの期間を
いう。）における漁業法（以下「法」という。）
第15条第１項各号に掲げる数量は、次のとお
りとする。

第一・第二 （略） 第一・第二 （略）

第三 まいわし太平洋系群 第三 まいわし太平洋系群
一 （略） 一 （略）
二 都道府県別漁獲可能量（法第15条第１
項第２号関係）

二 都道府県別漁獲可能量（法第15条第１
項第２号関係）

（単位：トン） （単位：トン）

都道府県 都道府県別漁獲可能量 都道府県 都道府県別漁獲可能量

（略） （略） （略） （略）

法第15条第１項第２号の都道府県別漁
獲可能量は、次の表の左欄に掲げる都道
府県ごとに、それぞれ同表の右欄に掲げ
る数量とする。

法第15条第１項第２号の都道府県別漁
獲可能量は、次の表の左欄に掲げる都道
府県ごとに、それぞれ同表の右欄に掲げ
る数量とする。

宮崎県 22300


宮崎県 15300


三 （略） 三 （略）
第四～第九 （略） 第四～第九 （略）
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第４ 事業の認定をした理由
申請に係る事業は、以下のとおり、法第20
条各号の要件を全て充足すると判断されるた
め、事業の認定をしたものである。
１ 法第20条第１号の要件への適合性
「一般国道８号改築工事（敦賀防災）並び
にこれに伴う県道、準用河川及び農業用道路
付替工事」（以下「本件事業」という。）は、福

井県敦賀市大字挙野地内から同市大字田結地
内までの延長38㎞の区間（以下「本件区間」
という。）を全体計画区間とする一般国道の改
築工事並びにこれに伴う県道、準用河川及び
農業用道路付替工事であり、申請に係る事業
は、本件事業のうち、上記の起業地に係る部
分である。
本件事業のうち、「一般国道８号改築工事
（敦賀防災）」（以下「本体事業」という。）は、
道路法（昭和27年法律第180号）第３条第２
号に掲げる一般国道に関する事業であること
から、法第３条第１号に掲げる道路法による
道路に関する事業に該当する。
また、本件事業のうち、「これに伴う県道」
付替工事は、本体事業の施行により遮断され
る県道五幡新保停車場線の従来の機能を維持
するための付替工事であり、道路法第３条第
３号に掲げる都道府県道に関する事業である
ことから、法第３条第１号に掲げる道路法に
よる道路に関する事業に該当する。さらに、
「準用河川」付替工事は、本体事業の施行に
より遮断される準用河川平野川の従来の機能
を維持するための付替工事であり、河川法（昭
和39年法律第167号）第100条第１項に規定す
る準用河川に関する事業であることから、法
第３条第２号に掲げる河川法が準用される河
川に関する事業に該当する。そして、「農業用
道路付替工事」は、本体事業の施行により遮
断される敦賀市が設置する農業用道路の従来
の機能を維持するための付替工事であること
から、法第３条第５号に掲げる地方公共団体

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 九 百 八 十 四 号

森 林 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 四 十 九 号 ） 第

二 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 次 の よ う に 保 安 林

の 指 定 を す る 。

令 和 八 年 七 月 十 三 日
農 林 水 産 大 臣 鈴 木 憲 和

一 保 安 林 の 所 在 場 所 広 島 県 庄 原 市 高 野 町 新 市

字 市 原 奥 五 三 七 二 の 八

二 指 定 の 目 的 水 源 の 涵
か ん

養

三 指 定 施 業 要 件

立 木 の 伐 採 の 方 法

１ 主 伐 に 係 る 伐 採 種 は 、 定 め な い 。

２ 主 伐 と し て 伐 採 を す る こ と が で き る 立 木

は 、 当 該 立 木 の 所 在 す る 市 町 村 に 係 る 市 町

村 森 林 整 備 計 画 で 定 め る 標 準 伐 期 齢 以 上 の

も の と す る 。

３ 間 伐 そ の 他 特 別 の 場 合 の 伐 採 に 係 る も の

は 、 次 の と お り と す る 。

立 木 の 伐 採 の 限 度 並 び に 植 栽 の 方 法 ・ 期 間

及 び 樹 種 次 の と お り と す る 。

（ 「 次 の と お り 」 は 、 省 略 し 、 そ の 関 係 書 類 を 広

島 県 庁 及 び 庄 原 市 役 所 に 備 え 置 い て 縦 覧 に 供 す

る 。 ）

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 九 百 八 十 五 号

森 林 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 四 十 九 号 ） 第

二 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 次 の よ う に 保 安 林

の 指 定 を す る 。

令 和 八 年 七 月 十 三 日
農 林 水 産 大 臣 鈴 木 憲 和

一 保 安 林 の 所 在 場 所 広 島 県 三 次 市 東 酒 屋 町 字

鷹 鉢 一 〇 一 〇 九 の 三 八

二 指 定 の 目 的 水 源 の 涵
か ん

養

三 指 定 施 業 要 件

立 木 の 伐 採 の 方 法

１ 主 伐 に 係 る 伐 採 種 は 、 定 め な い 。

２ 主 伐 と し て 伐 採 を す る こ と が で き る 立 木

は 、 当 該 立 木 の 所 在 す る 市 町 村 に 係 る 市 町

村 森 林 整 備 計 画 で 定 め る 標 準 伐 期 齢 以 上 の

も の と す る 。

３ 間 伐 に 係 る 森 林 は 、 次 の と お り と す る 。

立 木 の 伐 採 の 限 度 並 び に 植 栽 の 方 法 ・ 期 間

及 び 樹 種 次 の と お り と す る 。

（ 「 次 の と お り 」 は 、 省 略 し 、 そ の 関 係 書 類 を 広

島 県 庁 及 び 三 次 市 役 所 に 備 え 置 い て 縦 覧 に 供 す

る 。 ）

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 九 百 八 十 六 号

漁 業 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 六 十 七 号 ） 第 十 五 条 第 六 項 の 規 定 に 基 づ き 、 令 和 七 年 農 林 水 産 省

告 示 第 千 八 百 三 十 二 号 （ 特 定 水 産 資 源 （ さ ん ま 、 ま あ じ 、 ま い わ し 太 平 洋 系 群 、 ま い わ し 対 馬 暖 流 系

群 、 か た く ち い わ し 対 馬 暖 流 系 群 、 う る め い わ し 対 馬 暖 流 系 群 、 か た く ち い わ し 太 平 洋 系 群 及 び ま だ

い 日 本 海 西 部 ・ 東 シ ナ 海 系 群 ） に 関 す る 令 和 八 管 理 年 度 に お け る 漁 業 法 第 十 五 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る

数 量 を 公 表 す る 件 ） の 一 部 を 次 の よ う に 変 更 し た の で 、 同 条 第 六 項 に お い て 準 用 す る 同 条 第 五 項 の 規

定 に 基 づ き 、 次 の と お り 公 表 す る 。

令 和 八 年 七 月 十 三 日 農 林 水 産 大 臣 鈴 木 憲 和

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 八 百 三 十 三 号

土 地 収 用 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 十 九 号 。

以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 十 条 の 規 定 に 基 づ き 、 事

業 の 認 定 を し た の で 、 法 第 二 十 六 条 第 一 項 の 規 定

に 基 づ き 、 次 の と お り 告 示 す る 。

令 和 八 年 七 月 十 三 日
国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之

第１ 起業者の名称 国土交通大臣
第２ 事業の種類 一般国道８号改築工事（敦賀
防災）並びにこれに伴う県道、準用河川及び
農業用道路付替工事

第３ 起業地
１ 収用の部分 福井県敦賀市大字五幡25号二
反田、28号宮ノ谷、84号宮谷山、24号漆谷、
23号冷田、21号杉本、41号下ドンガテ、42号
上ドンガテ、74号南場ケ谷、73号東桂谷、43
号桂谷及び66号長畑並びに大字赤崎43号アマ
谷口、45号セバ谷及び46号エベ谷地内
２ 使用の部分 福井県敦賀市大字五幡25号二
反田、28号宮ノ谷、84号宮谷山、24号漆谷、
23号冷田、21号杉本、41号下ドンガテ、42号
上ドンガテ、74号南場ケ谷、73号東桂谷、43
号桂谷及び66号長畑並びに大字赤崎43号アマ
谷口、45号セバ谷及び46号エベ谷地内
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が設置する農業用道路に関する事業に該当す
る。（以下、これら３種の工事をあわせて「関
連事業」という。）
したがって、本件事業は、法第20条第１号
の要件を充足すると判断される。
２ 法第20条第２号の要件への適合性
本件事業は、起業者により既に開始されて
いることから、起業者は、本件事業を遂行す
る充分な意思を有すると認められる。
また、本体事業は、一般国道の改築工事で
あり、国道の改築は、道路法第12条の規定に
より、国土交通大臣が行うものとされている
ことに加え、起業者は、本件事業のうち、関
連事業の施行について、法第18条第２項第３
号に掲げる書面により、県道の道路管理者で
ある福井県並びに準用河川及び農業用道路の
管理者である敦賀市から同意を得ていること
から、起業者である国土交通大臣は、本件事
業を遂行する充分な能力を有すると認められ
る。
したがって、本件事業は、法第20条第２号
の要件を充足すると判断される。
３ 法第20条第３号の要件への適合性
 得られる公共の利益
一般国道８号（以下「本路線」という。）
は、新潟県新潟市を起点とし、京都府京都
市に至る総延長5699㎞の北陸地方と近畿
地方とを結ぶ主要幹線道路であり、重要物
流道路として国土交通大臣に指定されてい
る路線である。
しかしながら、本件区間に対応する本路
線（以下「現道」という。）は、起業者が令
和５年度に実施した道路防災点検により対
策が必要と判断された箇所（以下「要対策
箇所」という。）が３か所確認されているこ
とに加え、過去に土砂崩れによる通行止め
が発生している。
また、現道の一部は、津波防災地域づく
りに関する法律（平成23年法律第123号）
第53条第１項の規定に基づき、津波災害警
戒区域に指定されており、津波による通行
止めのおそれがある状況にある。

さらに、現道は、道路構造令（昭和45年
政令第320号）に規定する曲線半径を満た
さない線形不良区間が存在しており、正面
衝突等の交通事故が複数発生している状況
にある。
本件事業は、このような状況に対応する
ため計画されたものであり、本件事業の完
成により、要対策箇所及び津波災害警戒区
域を回避し、自然災害発生時などにおける
現道の機能の補完・代替が可能となるとと
もに、道路構造令等の規格に適合した道路
が新たに整備され、安全かつ円滑な自動車
交通の確保に寄与することが認められる。
したがって、本件事業の施行により得ら
れる公共の利益は、相当程度存すると認め
られる。
 失われる利益
本件事業は、環境影響評価法（平成９年
法律第81号）等に基づく環境影響評価の実
施対象外の事業であるが、起業者は、同法
等に準じた環境影響評価を任意で実施して
いる。
起業者が実施した環境影響評価の結果に
よると、本件事業が生活環境に与える影響
については、大気質、振動の各項目を満足
すると評価されている。
一方で、騒音のうち、自動車走行に係る
ものについては、環境基準を超える値がみ
られるものの、遮音壁の設置等の環境保全
措置の実施により、環境基準を満足すると
評価されている。
また、本件区間内及びその周辺の土地に
おいて、学術上又は希少性等の観点から重
要な動植物が下記のとおり確認されてい
る。
動物については、絶滅のおそれのある野
生動植物の種の保存に関する法律（平成４
年法律第75号）における国内希少野生動植
物種であるクマタカ等、環境省レッドリス
トに絶滅危惧ⅠＢ類として掲載されている
アマサギ等、絶滅危惧Ⅱ類として掲載され
ているサシバ等及び準絶滅危惧として掲載
されているオナガミズアオ本土亜種等並び
に改訂版福井県の絶滅のおそれのある野生
動植物に県域絶滅危惧Ⅱ類として掲載され

ているクロヨシノボリ及び準絶滅危惧とし
て掲載されているミサゴ等その他これらの
分類に該当しない種が確認されている。
植物については、環境省レッドリストに
絶滅危惧Ⅱ類として掲載されているナツエ
ビネ等及び準絶滅危惧として掲載されてい
るホンゴウソウ等その他これらの分類に該
当しない種が確認されている。
本件事業が上記の動植物に及ぼす影響に
ついては、周辺に同様の生息又は生育環境
が広く残されることなどから、影響がない
若しくは極めて小さい、又は環境保全措置
の実施により影響が回避若しくは低減され
ると評価されている。
主な環境保全措置として、サシバ及びミ
サゴについては、工事の実施に伴う騒音に
より営巣活動に影響が生じるおそれがある
ことから、営巣期を避けて工事を実施する
等の工事工程の調整等を実施することとし
ている。オナガミズアオ本土亜種について
は、道路の存在により採餌地が分断され、
分断された採餌地の一部が乾燥により消失
するおそれがあることから、土のう等の設
置により雨水を溜め、土壌の保湿を行い、
採餌地を確保することとしている。クロヨ
シノボリについては、道路の存在により河
川が分断され、移動阻害が生じるおそれが
あることから、道路の渡河部の移動経路を
確保することとしている。ホンゴウソウに
ついては、生育環境の一部が消失するおそ
れがあることから、周辺の生育地へ移植を
実施することとしている。なお、上記の動
植物が、工事による改変箇所及びその周辺
の土地で確認された場合は、必要に応じて
専門家の指導・助言を受け、環境保全措置
を講ずることとしている。
さらに、本件区間内の土地には、文化財
保護法（昭和25年法律第214号）に基づく
周知の埋蔵文化財包蔵地は存在しないが、
工事の実施に当たり遺構及び遺物が確認さ
れた場合は、起業者は、福井県教育委員会
と協議の上、必要に応じて発掘調査等を行
い、記録保存を含む措置を講ずることとし
ている。
したがって、本件事業の施行により失わ
れる利益は軽微であると認められる。

 事業計画の合理性
本件事業のうち、本体事業の構造形式等
については、道路構造令等に定める規格に
適合していると認められる。
また、本件区間のルートについては、本
件区間を五幡区間と赤崎区間の２区間に分
け、それぞれの区間で、本件事業の目的を
達成するために考え得るルートの比較・検
討が行われている。
まず、五幡区間については、３案により
社会的、技術的及び経済的な観点から比
較・検討が行われている。いずれの案も既
存の圃

ほ

場
じよ

を
う

通過するが、申請案である山側
ルート案は、現況県道活用ルート案に比べ、
存置される圃

ほ

場
じよ

の
う

面積が若干小さくなるも
のの、海側ルート案と異なりその形状は整
形地となること、分割施工による工期の短
縮が図れるため施工性は最も優れているこ
と及び事業費は最も廉価であることから、
総合的に勘案すると、申請案が最も合理的
であると認められる。
また、赤崎区間についても、３案により
社会的、技術的及び経済的な観点から比
較・検討が行われている。いずれの案も周
辺の自然環境に影響が生じるが、申請案で
ある中央ルート案は、主にトンネルで構成
される山側ルート案に比べ、地表面におけ
る地形改変が一部発生するものの、海側
ルート案に比べ、その面積は極めて小さい
こと、分割施工による工期の短縮が図れる
ため施工性は最も優れていること及び事業
費は最も廉価であることから、総合的に勘
案すると、申請案が最も合理的であると認
められる。
さらに、本体事業の施行に伴う関連事業
の事業計画についても、施設の位置、構造
形式等については、適切なものと認められ
る。
したがって、本件事業の事業計画につい
ては、合理的であると認められる。
以上のことから、本件事業の施行により得
られる公共の利益と失われる利益とを比較衡
量すると、得られる公共の利益は失われる利
益に優越すると認められる。
したがって、本件事業の事業計画は、土地
の適正かつ合理的な利用に寄与するものと認
められるため、法第20条第３号の要件を充足
すると判断される。
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一

住
所
の
変
更

変
更
前

東
京
都
港
区
六
本
木
四
丁
目
九
番
二
号

俳
優
座
ビ
ル
七
一
一
室

変
更
後

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
二
丁
目
二
十
三

番
一
号

ニ
ュ
ー
ス
テ
イ
ト
メ
ナ
ー
一

三
二
二

二

研
修
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更

変
更
前

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
二
丁
目
十
三
番

五
号
Ｋ
Ｔ
新
宿
ビ
ル
五
階

変
更
後

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
二
丁
目
二
十
三

番
一
号

ニ
ュ
ー
ス
テ
イ
ト
メ
ナ
ー
一

階
教
室

三

変
更
の
年
月
日

令
和
五
年
五
月
九
日

国
会
事
項

人
事
異
動

令和年月日 月曜日 第号官 報

内

閣

府

（
大
臣
官
房
）
内
閣
府
事
務
官

小
泉

智
明

内
閣
官
房
に
出
向
さ
せ
る

（
内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
（
内
閣
広

報
室
））内
閣
事
務
官

田
村

響

内
閣
府
事
務
官
（
大
臣
官
房
）
に
転
任
さ
せ
る

こ
ど
も
家
庭
庁
に
出
向
さ
せ
る
（
以
上
四
月
六
日
）

（
国
土
交
通
省
港
湾
局
付
）
国
土
交

通
技
官

濵
口

信
彦

内
閣
府
技
官
（
総
合
海
洋
政
策
推
進
事
務
局
参
事
官
（
海

洋
開
発
等
重
点
戦
略
担
当
））に
転
任
さ
せ
る

（
賞
勲
局
審
査
官
）
内
閣
府
事
務
官

佐
藤

勇
輔

男
女
共
同
参
画
局
参
事
官
（
地
域
政
策
担
当
）
に
配
置
換

す
る

（
企
画
官
（
政
策
統
括
官
（
共
生
・

共
助
担
当
）
付
参
事
官
（
総
括
担

当
）
付
））同

堀
江

典
宏

参
事
官（
孤
独
・
孤
立
対
策
担
当
）（
政
策
統
括
官（
共
生
・

共
助
担
当
）
付
）
に
昇
任
さ
せ
る

（
宇
宙
開
発
戦
略
推
進
事
務
局
参
事

官
（
国
際
担
当
）
付
企
画
官
）
同

相
川

祐
太

宇
宙
開
発
戦
略
推
進
事
務
局
参
事
官（
宇
宙
活
動
法
担
当
）

に
昇
任
さ
せ
る
（
以
上
四
月
八
日
）

（
海
上
保
安
庁
警
備
救
難
部
付
）
海

上
保
安
官

枝
村

和
茂

内
閣
府
事
務
官
（
参
事
官
（
生
活
関
連
施
設
等
担
当
）（
政

策
統
括
官
（
重
要
土
地
担
当
）
付
））に
併
任
す
る

（
同
）
同

市
山

卓
己

内
閣
府
事
務
官
（
参
事
官
（
生
活
関
連
施
設
等
担
当
）（
政

策
統
括
官
（
重
要
土
地
担
当
）
付
））の
併
任
を
解
除
す
る

（
以
上
四
月
十
五
日
）

（
国
土
交
通
省
港
湾
局
付
）
国
土
交

通
技
官

三
島

理

内
閣
府
技
官
（
沖
縄
振
興
局
参
事
官
（
振
興
第
三
担
当
））

に
転
任
さ
せ
る

（
沖
縄
振
興
局
参
事
官
（
振
興
第
三

担
当
））内
閣
府
技
官

宮
津

智
文

沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
長
に
配
置
換
す
る

（
沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
長
）

同

山
本

大
志

国
土
交
通
省
に
出
向
さ
せ
る
（
以
上
五
月
一
日
）

内

閣

〇
外
務
大
臣
臨
時
代
理
解
職

国
務
大
臣

木
原

稔

外
務
大
臣
茂
木
敏
充
帰
朝
に
つ
き
内
閣
法
第
十
条
の
規
定

に
よ
る
臨
時
に
外
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣
と
し

て
の
指
定
を
解
く

報
告
書
提
出

七
月
九
日
委
員
長
か
ら
次
の
報
告
書
を
提
出
し
た
。

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
（
閣
法
第
五
六
号
）
審
査
報
告
書

議
案
送
付
（
予
備
審
査
）

七
月
九
日
議
長
は
、
次
の
議
員
提
出
案
を
衆
議
院
に
送

付
し
た
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
（
小
西
洋
之
外
三
名
発
議
）

議
案
付
託

七
月
九
日
議
長
は
、
次
の
衆
議
院
提
出
案
を
委
員
会
に

付
託
し
た
。

公
職
選
挙
法
及
び
特
定
電
気
通
信
に
よ
る
情
報
の
流
通

に
よ
っ
て
発
生
す
る
権
利
侵
害
等
へ
の
対
処
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
第
二
六
号
）

政
治
改
革
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
付
託

議
案
提
出

七
月
九
日
議
員
か
ら
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

国
に
よ
る
全
て
の
水
俣
病
の
被
害
者
の
救
済
の
実
現
に

向
け
た
給
付
金
等
の
支
給
に
係
る
制
度
の
創
設
に
関
す

る
法
律
案（
打
越
さ
く
良
外
九
名
発
議
）（
参
第
一
六
号
）

参

議

院

議
事
日
程

七
月
十
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

議
事
日
程

第
二
十
七
号

令
和
八
年
七
月
十
日
（
金
曜
日
）

午
前
十
時
開
議

第
一

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に

関
す
る
法
律
及
び
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
、
衆
議
院

送
付
）

第
二

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

第
三

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

衆

議

院

会
議七

月
十
日
（
金
曜
日
）

午
後
一
時
三
十
分

本
会
議

〇
観
光
庁
告
示
第
十
四
号

旅
行
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）

第
十
二
条
の
十
七
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
財
団
法
人
日

本
旅
行
業
振
興
協
会
（
登
録
研
修
機
関
第
六
十
四
号
）
か

ら
住
所
及
び
研
修
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更

す
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
二
条
の
二
十
八
第

二
号
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

観
光
庁
長
官

村
田

茂
樹


起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合

理
性３

で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
の
事
業
計

画
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
起
業
地
の
範
囲
は
、
公
益
性
を
発
揮

す
る
た
め
に
必
要
か
つ
最
小
限
の
範
囲
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
全
て
本
件
事
業
の
用

に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
て
お

り
、
使
用
の
範
囲
は
、
そ
れ
以
外
の
範
囲
と
さ
れ

て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
起
業
地
の
範
囲
及

び
収
用
又
は
使
用
の
別
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
し
、

又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
た
め
、
法
第
20条
第
４
号
の
要
件
を
充
足
す

る
と
判
断
さ
れ
る
。

５
結
論
以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
20条
各
号

の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

第
５
法
第
26条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦

覧
場
所
福
井
県
敦
賀
市
役
所

４
法
第
20条
第
４
号
の
要
件
へ
の
適
合
性


事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

３

で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
道
は
、
要
対
策
箇

所
及
び
津
波
災
害
警
戒
区
域
を
通
過
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
被
災
に
よ
る
通
行
止
め
の
お
そ
れ
が
あ

る
ほ
か
、
道
路
構
造
令
に
規
定
す
る
最
小
曲
線
半

径
を
満
た
さ
な
い
区
間
が
存
在
し
て
お
り
、
正
面

衝
突
等
に
よ
る
交
通
事
故
が
複
数
発
生
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

本
件
事
業
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る

た
め
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
事
業
の
完

成
に
よ
り
、
要
対
策
箇
所
及
び
津
波
災
害
警
戒
区

域
を
回
避
し
、
自
然
災
害
発
生
時
な
ど
に
お
け
る

現
道
の
機
能
の
補
完
・
代
替
が
可
能
と
な
る
と
と

も
に
、
道
路
構
造
令
等
の
規
格
に
適
合
し
た
道
路

が
新
た
に
整
備
さ
れ
、
安
全
か
つ
円
滑
な
自
動
車

交
通
の
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業

を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
。ま
た
、
福
井
県
内
に
お
け
る
本
路
線
の
沿
線
自

治
体
の
長
か
ら
な
る
国
道
８
号
敦
賀
・
南
越
前
バ

イ
パ
ス
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
よ
り
、
本
件
事
業

の
早
期
完
成
に
関
す
る
強
い
要
望
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る

公
益
上
の
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

〇
防
衛
大
臣
臨
時
代
理
解
職

同

あ
か
ま
二
郎

（
赤
間

二
郎
）

防
衛
大
臣
小
泉
進
次
郎
帰
朝
に
つ
き
内
閣
法
第
十
条
の
規

定
に
よ
る
臨
時
に
防
衛
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣
と

し
て
の
指
定
を
解
く
（
以
上
七
月
九
日
）





叙
位
・
叙
勲

令和年月日 月曜日 第号官 報

（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
付
）
経
済

産
業
事
務
官

河
原

圭

内
閣
府
事
務
官（
宇
宙
開
発
戦
略
推
進
事
務
局
参
事
官（
企

画
担
当
））に
併
任
す
る

（
同
）
同

猪
俣

明
彦

内
閣
府
事
務
官（
宇
宙
開
発
戦
略
推
進
事
務
局
参
事
官（
企

画
担
当
））の
併
任
を
解
除
す
る
（
以
上
六
月
二
十
二
日
）

（
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全

局
総
務
課
長
）
国
土
交
通
事
務
官

石
川

亨

内
閣
府
事
務
官
（
大
臣
官
房
政
策
評
価
広
報
課
長
）
に
転

任
さ
せ
る

（
大
臣
官
房
政
策
評
価
広
報
課
長
）

内
閣
府
事
務
官

永
山

寛
理

国
土
交
通
省
に
出
向
さ
せ
る
（
以
上
六
月
二
十
四
日
）

（
財
務
省
大
臣
官
房
付
）
財
務
事
務

官

大
畠

大

内
閣
府
事
務
官（
沖
縄
振
興
局
参
事
官（
調
査
金
融
担
当
））

に
転
任
さ
せ
る

（
沖
縄
振
興
局
参
事
官
（
調
査
金
融

担
当
））内
閣
府
事
務
官

鈴
木

啓
嗣

財
務
省
に
出
向
さ
せ
る
（
以
上
六
月
三
十
日
）

（
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
付
）
文
部

科
学
事
務
官

當
間

重
光

内
閣
府
事
務
官
（
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事

務
局
参
事
官
（
大
学
改
革
・
フ
ァ
ン
ド
担
当
））に
併
任
す

る

（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
参
事
官
）

経
済
産
業
事
務
官

宮
崎

拓
夫

内
閣
府
事
務
官（
健
康
・
医
療
戦
略
推
進
事
務
局
参
事
官
）

に
併
任
す
る

（
特
許
庁
総
務
部
付
）
同

井
上

哲
郎

内
閣
府
事
務
官
（
参
事
官
（
特
許
出
願
非
公
開
担
当
）（
政

策
統
括
官
（
経
済
安
全
保
障
担
当
）
付
））の
併
任
を
解
除

す
る

（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
付
）
経
済

産
業
技
官

渡
辺

信
彦

内
閣
府
技
官
（
総
合
海
洋
政
策
推
進
事
務
局
参
事
官
（
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
））の
併
任
を
解
除
す
る
（
以
上
七

月
一
日
）最

高
裁
判
所

名
古
屋
地
方
裁
判
所
判
事
補
・
名

古
屋
簡
易
裁
判
所
判
事

竹
内

峻

福
岡
地
方
裁
判
所
判
事
補
に
補
す
る

兼
ね
て
福
岡
家
庭
裁
判
所
判
事
補
に
補
す
る

福
岡
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

旭
川
地
方
裁
判
所
判
事
補
兼
旭
川

家
庭
裁
判
所
判
事
補
・
旭
川
簡
易

裁
判
所
判
事

杉
原

直
幸

東
京
地
方
裁
判
所
判
事
補
に
補
す
る

東
京
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
以
上
七
月
五
日
）

釧
路
地
方
裁
判
所
判
事
補
兼
釧
路

家
庭
裁
判
所
判
事
補
・
釧
路
簡
易

裁
判
所
判
事

高
見
澤
昌
史

横
浜
地
方
裁
判
所
判
事
補
に
補
す
る

兼
ね
て
横
浜
家
庭
裁
判
所
判
事
補
に
補
す
る

横
浜
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
七
月
六
日
）

上
島

一
彦

大
屋

章
彦

正
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）荻

原

健
一

関

周
行

久
留

景
夫

山
口

寛

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）秋

山

憲
名

鈴
木

覺

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

安
藤

清

上
野

孝

坂
口

幹
雄

佐
々
木
洋
治

末
増

義
廣

橋
口

邦
夫

松
原

登

山
下

隆

渡
邊

満
雄

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

齋
藤

政
市

坂
元

修

嶋
野

義
孝

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）佐

藤

成

宮
崎

弘
規

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
六
月
五
日
）

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

藤
野

陽
三

安
江

正
宏

正
四
位
に
叙
す
る
（
各
通
）二

階
堂
章
信

沼
口

芳
樹

畠
山

悦
夫

塙

謙

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

浅
香

一
郎

岩
本

崇

鬼
塚

英
文

嶋
谷

保
壽

橋
爪

強

若
友

弘
子

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

岡
部

守
男

川
崎

康
治

鈴
木

利
幸

高
山

與
一

富
田

忠
義

布
川

吉
信

平
井

克
明

保
木
元
幸
一

丸
田

安
二

山
崎

昌
伴

脇
山

健

和
田

光
一

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

石
藏

幸
雄

重

榮
人

細
畑

敏
郎

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）稲

葉

喜
一

小
倉

篤
郎

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
六
月
六
日
）阪

本

成
人

正
六
位
に
叙
す
る

藍
京

剛
士

赤
嶺

義
雄

穴
水

通

祝

和
義

大
川

博
基

小
原

章

清
水

良
一

高
荷

登

田
中

讓

田
宮

保

永
井

文
生

藤
咲

誠

前
田

倫
昌

三
木

一
良

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）石

岡

禮
三

川
村

良
悦

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
六
月
七
日
）青

木

久

従
四
位
に
叙
す
る

向
井

英
二

従
五
位
に
叙
す
る

高
橋

信
男

太
齋

俊
夫

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

穴
澤

清

新
家

康
弘

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

萩
野
谷
英
夫

橋
本

寛
治

藤
本

喜
一

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
六
月
八
日
）坂

本

智
徳

従
五
位
に
叙
す
る

田
根

實
夫

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
六
月
九
日
）

浅
野

裕
司

従
五
位
に
叙
す
る

長
谷
川
歳
已

室
伏

郁
夫

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
六
月
十
日
）田

方

章

従
六
位
に
叙
す
る

山
崎

與
次

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
六
月
十
一
日
）

（
警
視
監
）

河
村

憲
明

従
四
位
に
叙
す
る
（
六
月
十
二
日
）

〇
叙
勲

森
廣

賢
生

吉
田

博
司

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
六
月
四
日
）上

島

一
彦

旭
日
小
綬
章
を
授
け
る

五
味

東
條

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
六
月
五
日
）

嶋
谷

保
壽

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
六
月
六
日
）

平
木

誠

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

菊
池

敏
行

松
元

勝
彦

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
六
月
八
日
）

小
林

正
二

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
六
月
十
日
）

（
東
京
農
工
大
学
名
誉
教
授
）

本
多

英
一

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

（
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
名
誉
教

授
）

田
端

敬
昌

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

伊
藤

孝
俊

楠

勝

田
上

俶
正

鶴
見

彰
男

野
呂

廣
美

村
上
竹
秀
浩

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

青
山

宥
介

小
林

一
博

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
六
月
四
日
）

〇
叙
位（

東
京
農
工
大
学
名
誉
教
授
）

本
多

英
一

正
四
位
に
叙
す
る

（
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
名
誉
教

授
）

田
端

敬
昌

従
四
位
に
叙
す
る

松
浦

仡

正
五
位
に
叙
す
る

薄
井

哲

宇
野
澤

逵

正
敏

村
上
竹
秀
浩

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）楠

勝

田
上

俶
正

鶴
見

彰
男

野
呂

廣
美

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

赤
坂

光
三

阿
部

真
也

伊
勢

司

伊
藤

孝
俊

岡
島

一
郎

高
本

覚

村
井

功

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

青
山

宥
介

正
七
位
に
叙
す
る

中
嶋

孝
弘

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
六
月
四
日
）





官

庁

報

告
皇
室
事
項

公

告

令和年月日 月曜日 第号官 報

（
在
本
邦
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
大
使
館
付
国
防
武

官
兼
海
軍
武
官
）
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
海
軍
大
佐

ダ
ニ
エ
ル
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・

フ
ィ
リ
オ
ン

旭
日
中
綬
章
を
贈
与
す
る
（
七
月
三
日
）

信
任
状
捧
呈
式

七
月
九
日
午
前
十
時
三
十
分
、
宮
中
に
お
い
て
、
新
任

本
邦
駐
在
ナ
ミ
ビ
ア
特
命
全
権
大
使
ロ
シ
ナ
・
ホ
ア
ベ
ス

の
信
任
状
捧
呈
式
を
行
わ
れ
た
。

七
月
九
日
午
前
十
一
時
、
宮
中
に
お
い
て
、
新
任
本
邦

駐
在
エ
ス
ト
ニ
ア
特
命
全
権
大
使
ア
ン
ド
レ
ス
・
ウ
ン
ガ

の
信
任
状
捧
呈
式
を
行
わ
れ
た
。

官

庁

事

項

関
東
地
方
整
備
局
公
示

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
七
月
十
三
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

関
東
地
方
整
備
局
長

橋
本

雅
道

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

百
三
十
九
号

占
用
を
制
限
す
る
区
域

区

域

備

考

大
月
市
大
月
二
丁
目
字
関
屋
六
六
二
番
四
か
ら
同
市
駒
橋
二
丁
目
字
仲
下
四
四
二
番
一
ま

で

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を

認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の

敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

占
用
を
制
限
す
る
理
由

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
八
年
七
月
十
四
日

図

面

縦

覧

場

所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
甲
府
河
川
国
道
事
務
所

秋
山

憲
名

大
屋

章
彦

齋
藤

政
市

橋
口

邦
夫

山
口

寛

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

坂
口

幹
雄

猿
渡

啓
司

末
増

義
廣

宮
崎

弘
規

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
六
月
五
日
）

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

藤
野

陽
三

瑞
宝
重
光
章
を
授
け
る

浅
香

一
郎

岩
本

崇

小
倉

篤
郎

鬼
塚

英
文

重

榮
人

高
山

與
一

橋
爪

強

畠
山

悦
夫

塙

謙

平
井

克
明

保
木
元
幸
一

細
畑

敏
郎

若
友

弘
子

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

石
藏

幸
雄

稲
葉

喜
一

和
田

光
一

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
六
月
六
日
）

石
岡

禮
三

田
中

勲

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

川
村

良
悦

前
田

倫
昌

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
六
月
七
日
）

新
家

康
弘

萩
野
谷
英
夫

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
六
月
八
日
）田

根

實
夫

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
六
月
九
日
）

（
警
視
監
）

河
村

憲
明

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
六
月
十
二
日
）

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
七
月
十
三
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

関
東
地
方
整
備
局
長

橋
本

雅
道

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

二
十
号

占
用
を
制
限
す
る
区
域

区

域

備

考

大
月
市
大
月
町
駒
橋
字
宮
原
一
一
三
三
番
一
か
ら
同
市
大
月
一
丁
目
字
宮
原
一
一
四
三
番

一
ま
で制

限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を

認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の

敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

占
用
を
制
限
す
る
理
由

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
八
年
七
月
十
四
日

図

面

縦

覧

場

所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
甲
府
河
川
国
道
事
務
所

諸

事

項
勝
瓜
口
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更

の
認
可
の
公
告

土
地
改
良
法
（
昭
和
24年

法
律
第
195号

）
第
30条

第
２
項
、
第
124条

及
び
第
136条

の
４
の
規
定
に
基
づ
き
、

栃
木
県
及
び
茨
城
県
の
区
域
の
一
部
を
地
区
と
し
、
栃
木

県
真
岡
市
に
事
務
所
を
有
す
る
勝
瓜
口
土
地
改
良
区
か
ら

申
請
の
あ
っ
た
定
款
変
更
は
、
令
和
８
年
６
月
23日
認
可

し
た
の
で
、
同
法
第
30条
第
３
項
、
第
124条

及
び
第
136

条
の
４
の
規
定
に
基
づ
き
公
告
す
る
。

令
和
８
年
７
月
13
日関
東
農
政
局
長
菅
家
秀
人

大
丸
用
水
土
地
改
良
区
の
定
款
変

更
の
認
可
の
公
告

土
地
改
良
法
（
昭
和
24年

法
律
第
195号

）
第
30条

第
２
項
、
第
124条

及
び
第
136条

の
４
の
規
定
に
基
づ
き
、

東
京
都
及
び
神
奈
川
県
の
区
域
の
一
部
を
地
区
と
し
、
東

京
都
稲
城
市
に
事
務
所
を
有
す
る
大
丸
用
水
土
地
改
良
区

か
ら
申
請
の
あ
っ
た
定
款
変
更
は
、
令
和
８
年
６
月
23日

認
可
し
た
の
で
、
同
法
第
30条

第
３
項
、
第
124条

及
び

第
136条

の
４
の
規
定
に
基
づ
き
公
告
す
る
。

令
和
８
年
７
月
13
日関
東
農
政
局
長
菅
家
秀
人

相
続
財
産
清
算
人
の
選
任
及
び
相

続
権
主
張
の
催
告





令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報 失 踪 宣 告

相続権主張の催告

失踪に関する届出の催告






令和年月日 月曜日 第号官 報

除
権
決
定

破
産
手
続
開
始





令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産債権の届出期間及び一般
調査期日

破産債権の届出期間及び一般
調査期間

書面による計算報告

特別清算終結

令和8年（ヒ）第3008号
大阪府東大阪市池之端町８番１８号
清算株式会社 アイティ株式会社
１決定年月日 令和8年6月29日
２主文 本件特別清算手続を終結する。
大阪地方裁判所第６民事部
令和７年（ヒ）第５号
大分市王子南町９番５号
清算株式会社 光吉クリーン環境株式会社
代表清算人 日名子 章治
１ 決定年月日 令和８年６月２６日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

大分地方裁判所民事第１部






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

特別清算協定認可
令和８年（ヒ）第５号

岡山県倉敷市水江1207番地１
清算株式会社 株式会社プレミネント
代表清算人 秋山廣澄
１ 決定年月日 令和８年６月２６日
２ 主文 次の協定を認可する。
協定
１ 清算株式会社は、別紙協定債権者一覧表
記載の各協定債権者に対し、本協定の認可
の決定が確定した日から１か月以内に、残
存資産から必要な費用を控除した残額であ
る44万6271円を、各協定債権額に応じて按
分して弁済する。

２ 前項の弁済は、協定債権者の指定する金
融機関の預金口座に振り込む方法により行
う。ただし、振込手数料は清算株式会社の
負担とする。

３ 各協定債権者は、第１項の規定による弁
済を受けたときは、清算株式会社に対し、
総債権額から各弁済額を控除した残額につ
き、その債務を免除する。

４ 清算株式会社に新たな財産が発見された
ときは、清算株式会社は、これを速やかに
換価し、各協定債権者に対し、換価代金か
ら必要な費用（協定債権者への振込手数料
を含む。）を控除した残額を、各協定債権
額の割合に応じて、協定債権者の指定する
金融機関の預金口座に振り込む方法により
弁済する。ただし、振込手数料は清算株式
会社の負担とする。
この場合においては、各協定債権者が前
項の規定により行った債務の免除は、新た
にされた弁済の限度で効力を失うものとす
る。

（別紙省略）
以 上

岡山地方裁判所倉敷支部
令和８年（ヒ）第２０１１号
東京都目黒区八雲３丁目２３番２０号
清算株式会社 世田谷商事株式会社
代表清算人 櫻井 歩身
１ 決定年月日 令和８年６月29日
２ 主文 次の協定を認可する。

協 定
第１ 通則
１ 協定債権の定義
特別清算開始決定日（令和８年４月14日。以下
「開始決定日」という。）までの原因に基づいて
発生した債権を協定債権とする。

２ 弁済の場所及び端数の切捨て
本協定における弁済は、各協定債権者の指定す
る金融機関口座に振り込む方法により実施する。
ただし、振込手数料は清算株式会社（以下「会社」
という。）の負担とする。なお、割合弁済の結果
生じる１円未満の端数は切り捨てる。
第２ 協定債権
１ 利息及び遅延損害金
会社は、協定債権者より、開始決定日以降に発
生する利息及び遅延損害金の全額の免除を受け
る。
２ 会社財産及び協定債権額の確認
会社及び協定債権者は、本債権者集会時におけ
る会社財産の額がゼロであること、及び、特別清
算開始決定時の各協定債権者の協定債権額が別紙
記載のとおりであることを確認する。
３ 免除
会社は、協定債権者より、本協定認可決定確定
後、協定債権の全額の免除を受ける。
４ 追加弁済
前項の債務免除後、会社に新たな財産が発見さ
れたときは、清算人は直ちにこれを換価して、各
協定債権者に対し、換価代金額から必要な費用を
控除した残額を、その協定債権額に応じて按分し
て支払う。この場合、各協定債権者による前項の
債務免除は、新たにされた弁済の限度で効力を失
うものとする。
５ 債権の移転時の取扱い
本債権者集会日以降、協定債権の全部又は一部
について債権の移転があった場合においても、変
更前の協定債権者とその有する協定債権の額を基
準に本協定条項を適用するものとする。

以 上
（別紙省略）

東京地方裁判所民事第２０部

監 督 命 令

小規模個人再生による再生手
続開始






令和年月日 月曜日 第号官 報
小
規
模
個
人
再
生
に
よ
る
書
面
決

議
に
付
す
る
決
定





令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生計
画取消

給与所得者等再生による再生
手続開始






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告

所有者不明建物管理命令に関
する異議の催告






令和年月日 月曜日 第号官 報

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
二
十
六
日

掲
載
頁

五
十
五
頁
（
号
外
第
一
一
六
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
二
十
六
日

掲
載
頁

五
十
二
頁
（
号
外
第
一
一
六
号
）

令
和
八
年
七
月
十
三
日

栃
木
県
下
都
賀
郡
野
木
町
大
字
野
木
一
四
一
番
地
三

（
甲
）
日
信
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
口

和
宏

栃
木
県
下
都
賀
郡
野
木
町
大
字
野
木
一
四
一
番
地
七

（
乙
）
栃
木
日
信
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
口

和
宏

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

埼
玉
県
吉
川
市
美
南
五
丁
目
九
番
地
八
ア
ル
ト
モ

デ
ー
ロ
壱
番
館
二
〇
一（

甲
）
合
同
会
社
ゼ
グ
エ
ス

代
表
社
員

篠
田

正
博

埼
玉
県
吉
川
市
美
南
五
丁
目
九
番
地
八
ア
ル
ト
モ

デ
ー
ロ
壱
番
館
二
〇
一

（
乙
）
合
同
会
社
マ
ユ
エ
ス
テ
ー
ト

代
表
社
員

篠
田

正
博

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
九
月
一
日

掲
載
頁

九
十
五
頁
（
号
外
第
一
九
七
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
九
月
一
日

掲
載
頁

一
〇
〇
頁
（
号
外
第
一
九
七
号
）

令
和
八
年
七
月
十
三
日

東
京
都
港
区
浜
松
町
二
丁
目
二
番
一
二
号

（
甲
）
株
式
会
社
家
族
葬
の
フ
ァ
ミ
ー
ユ

代
表
取
締
役

田
中

仁
美

東
京
都
港
区
浜
松
町
二
丁
目
二
番
一
二
号

（
乙
）
株
式
会
社
き
ず
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

播
島

聡

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

東
京
都
江
東
区
有
明
一
丁
目
四
番
一
一

二
〇
一

〇
号

（
甲
）
合
同
会
社
Ｍ
Ｓ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

代
表
社
員

植
田

聡

東
京
都
江
東
区
有
明
一
丁
目
四
番
一
一

二
〇
一

〇
号

（
乙
）
合
同
会
社
Ｔ
Ｋ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

代
表
社
員

植
田

知
樹

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務
全

部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

富
山
県
富
山
市
太
郎
丸
西
町
二
丁
目
八
番
地
一
〇

タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
八
八

一
〇
五
号
室

（
甲
）合

同
会
社
Ａ
ｍ
ｏ
ｕ
ｒ

代
表
社
員

津
田

敦
子

富
山
県
富
山
市
太
郎
丸
西
町
二
丁
目
八
番
地
一
〇

タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
八
八

二
〇
五
号
室

（
乙
）
合
同
会
社
一
華

代
表
社
員

津
田

敦
子

石
川
県
金
沢
市
西
念
四
丁
目
五
番
一
八
号

（
丙
）合

同
会
社
Ａ
’
ｓ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
社
員

津
田

敦
子

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
二
十
日

掲
載
頁

四
十
一
頁
（
号
外
第
九
十
二
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
二
十
日

掲
載
頁

三
十
七
頁
（
号
外
第
九
十
二
号
）

令
和
八
年
七
月
十
三
日

岐
阜
県
可
児
市
広
見
四
丁
目
一
二
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
ニ
ュ
ー
ハ
ー
ベ
ス
ト

代
表
取
締
役

田
中

政
康

岐
阜
県
可
児
市
東
帷
子
一
〇
二
三
番
地
六

（
乙
）
株
式
会
社
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｅ
Ｎ

代
表
取
締
役

若
宮

雄

合
併
公
告

左
記
会
社
は
、
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。効

力
発
生
日
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
一
日
で
あ
り
、

甲
は
会
社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条

第
一
項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
経
ず
に
合
併

を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
は
乙
の
全
株
式
を
所

有
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新
株
式

の
発
行
及
び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
三
日

掲
載
頁

二
三
五
頁
（
号
外
第
一
四
九
号
）

令
和
八
年
七
月
十
三
日

滋
賀
県
彦
根
市
西
今
町
一
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
平
和
堂

代
表
取
締
役

平
松

正
嗣

福
井
県
福
井
市
花
堂
南
二
丁
目
一
六
番
一
号

（
乙
）
福
井
南
部
商
業
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

長
谷
川
貴
士





令和年月日 月曜日 第号官 報
吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
登
録
金
融
機
関

業
務
に
係
る
事
業
に
関
し
て
有
す
る
顧
客
の
証
券
口
座
に

係
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.n
o
m
u
ra
.co
.jp
/

（
乙
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
一
丁
目
一
三
番
一
号

（
甲
）
野
村
證
券
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

奥
田
健
太
郎

香
川
県
高
松
市
亀
井
町
五
番
地
の
一

（
乙
）
株
式
会
社
百
十
四
銀
行

取
締
役
頭
取

森

匡
史

吸
収
分
割
公
告

当
社
（
甲
）
は
、
吸
収
分
割
に
よ
り
サ
ワ
イ
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
乙
、
住
所
大
阪
市
淀
川

区
宮
原
五
丁
目
二
番
三
〇
号
）
の
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪

肝
炎
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）
の
治
療
に
か
か
る
デ
ジ
タ
ル
医
療
機

器
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
九
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
、

会
社
法
第
七
九
六
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
株
主
総
会
の
承

認
決
議
を
経
ず
に
吸
収
分
割
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
吸
収
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.sa
w
a
ig
ro
u
p
.h
o
ld
in
g
s/ir/

sto
ck
/

（
乙
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

大
阪
市
淀
川
区
宮
原
五
丁
目
二
番
三
〇
号

沢
井
製
薬
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

中
手

利
臣

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
Ａ
Ｖ

Ｅ
Ｌ
（
住
所
神
奈
川
県
鎌
倉
市
由
比
ガ
浜
二
丁
目
二
番
三

七
号
）
に
対
し
て
当
社
の
モ
バ
イ
ル
事
業
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
、
量
販
店
卸
事
業
、
Ｅ
コ
マ
ー
ス

事
業
、
ド
ロ
ー
ン
関
連
事
業
、
飲
食
店
運
営
事
業
及
び
こ

れ
ら
に
附
帯
す
る
一
切
の
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承

継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
令
和
八
年

八
月
十
三
日
ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
八
日

掲
載
頁

一
〇
三
頁
（
号
外
第
一
五
三
号
）

令
和
八
年
七
月
十
三
日

神
奈
川
県
鎌
倉
市
由
比
ガ
浜
二
丁
目
二
番
三
七
号

株
式
会
社
テ
ラ

代
表
取
締
役

佐
藤

渉

組
織
変
更
公
告

当
組
合
は
、
令
和
八
年
五
月
二
十
八
日
開
催
の
総
会
の

議
決
に
よ
り
承
認
を
受
け
た
の
で
、
太
冷
運
輸
企
業
組
合

の
組
織
を
変
更
し
て
太
冷
運
輸
株
式
会
社
と
す
る
こ
と
を

決
議
し
ま
し
た
。
こ
の
決
議
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

青
森
県
八
戸
市
大
字
白
銀
町
字
昭
和
町
一
二
番
地
二

太
冷
運
輸
企
業
組
合

代
表
理
事

田
中

政
之

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
合
同
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

埼
玉
県
川
口
市
坂
下
町
一
丁
目
四
番
三
号

有
限
会
社
細
井

取
締
役

細
井

幸
夫

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
八
月
十
四
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ｉ
ｎ
ｆ
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

東
京
都
八
王
子
市
南
陽
台
二
丁
目
三
二
番
一
四
号

合
同
会
社
ｉ
ｎ
ｆ

代
表
社
員

新
倉
壮
一
郎

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
エ
ム
ズ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社
と

し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

東
京
都
千
代
田
区
東
神
田
一
丁
目
六
番
四

四
〇

一
号

エ
ム
ズ
ス
チ
ー
ル
合
同
会
社

代
表
社
員

松
本

翔
輝

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

東
京
都
新
宿
区
新
宿
四
丁
目
三
番
一
五
号
レ
イ
フ

ラ
ッ
ト
新
宿
七
〇
三

合
同
会
社
産
業
流
通

代
表
社
員

木
村

實

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

東
京
都
中
野
区
本
町
六
丁
目
二
七
番
一
二
号
豊
国

ビ
ル
六
階
六
〇
二

合
同
会
社
Ｓ
ｏ
ｌ
ａ
ｘ

Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ

Ｎ
ｅ

ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

代
表
社
員

浙
江
艾
羅
網
絡
能
源
技
術
股
份

有
限
公
司

職
務
執
行
者

邵

李

丹

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ラ
イ
フ
ア
シ
ス
ト
協

会
と
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
九
月
一
日
で
あ
り
、
当
社
の

総
社
員
の
同
意
の
取
得
は
令
和
八
年
七
月
五
日
に
終
了
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

神
奈
川
県
厚
木
市
元
町
一
〇
番
二
三
号

合
同
会
社
経
営
ア
シ
ス
ト
協
会

代
表
社
員

小
菅

英
顕

組
織
変
更
公
告

当
農
事
組
合
法
人
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
は
主
た
る

事
務
所
に
備
え
置
い
て
お
り
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

新
潟
県
南
魚
沼
市
上
出
浦
五
六
番
地

農
事
組
合
法
人
い
ず
な

理
事

南
雲

広
太

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

愛
知
県
清
須
市
西
枇
杷
島
町
住
吉
二
番
地
サ
ン
ク

レ
ー
ア
西
枇
杷
島
七
〇
一

合
同
会
社
幸
遙
商
事

代
表
社
員

後
藤

孝
夫

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

大
阪
市
阿
倍
野
区
阿
倍
野
筋
三
丁
目
一
〇

一

Ｂ
一

合
同
会
社
潤
長

代
表
社
員

馮

国

琴

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

神
戸
市
中
央
区
栄
町
通
五
丁
目
二
番
二
号

Ｏ
ｎ
ｅ

Ａ
ｎ
ｄ

Ｏ
ｎ
ｌ
ｙ

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
合

同
会
社

代
表
社
員

尾
崎
芙
美
子
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正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）

一
四
六

改
正
後
欄二


第
七
条
の
二

第
七
条
の
三

〃

改
正
前
欄〃

令和年月日 月曜日 第号官 報
組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
八
月
十
四
日
で
あ
り
組
織
変

更
後
の
商
号
は
、
株
式
会
社
Ｅ
Ｅ

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ

Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

福
岡
市
東
区
香
椎
照
葉
六
丁
目
二
番
五
一
号

合
同
会
社
Ｅ
Ｅ

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ

代
表
社
員

株
式
会
社
Ｅ
Ｅ

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
ｒ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

職
務
執
行
者

高

成
敏

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

宮
崎
県
西
都
市
大
字
下
三
財
字
権
現
原
八
一
〇
三

番
地
五

啓
程
合
同
会
社

代
表
社
員

姚

丹

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

沖
縄
県
中
頭
郡
北
中
城
村
字
安
谷
屋
一
三
五
四
番

地
一
Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
．
Ｓ
．
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ
ｎ
ａ
ｋ
ａ

一
〇
二
号
室

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
合
同

会
社

代
表
社
員

宮
平

龍
希

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
百
二
十
五
万
円
減
少
し
三

百
二
十
五
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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令
和
八
年
七
月
十
三
日

宮
城
県
仙
台
市
若
林
区
沖
野
三
丁
目
三

五

東
北
非
常
用
発
電
負
荷
試
験
株
式
会
社

代
表
取
締
役

鴫
原

春
夫

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
億
二
千
八
百
十
万
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
に
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。令

和
八
年
七
月
十
三
日

東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
二
番
地

Ｃ
Ｃ
Ｈ
８
ａ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

上
原

進

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
千
四
百
四
十
六
万
七
千
八

百
四
十
九
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
十
三
億
六
千
百
七
万

五
千
九
百
六
十
七
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出
済
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

横
浜
市
戸
塚
区
上
倉
田
町
二
〇
六
番
地
一

株
式
会
社
Ｑ
Ｄ
レ
ー
ザ

代
表
取
締
役

大
久
保

潔

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
東
五
丁
目
五
番
地

株
式
会
社
濱
建

代
表
取
締
役

濱
野

充
史

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
九
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

東
京
都
あ
き
る
野
市
舘
谷
二
二
二
番
地
九

大
多
摩
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

南
澤

邦
洋

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
八
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
常
盤
台
六
一
番
二
九
号

伊
東
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

伊
東

幸
夫

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
八
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

大
阪
府
東
大
阪
市
金
物
町
二
番
二
三
号

榎
本
金
属
株
式
会
社

代
表
取
締
役

榎
本

昌
弘

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

奈
良
県
桜
井
市
大
字
三
輪
四
九
七
番
地

株
式
会
社
白
玉
屋
栄
壽

代
表
取
締
役

石
河

正

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
須
賀
敦

子
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。令

和
八
年
七
月
十
三
日

福
岡
市
中
央
区
大
名
一
丁
目
四
番
三
五

九
〇
一
号

Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ

日
本
に
お
け
る
代
表
者

須
賀

敦
子

債
権
申
出
の
公
告
（
第
一
回
）

当
社
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
は
、
令
和
八
年
五
月

二
十
一
日
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
八
十
三
条
第
一
項
第

三
号
に
該
当
し
た
こ
と
に
よ
り
終
了
し
た
の
で
、
当
社
規

約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

東
京
都
港
区
芝
浦
三
丁
目
一
番
二
一
号

三
菱
自
動
車
工
業
株
式
会
社

規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
清
算
人

田
保

博
章

訂
正
公
告

令
和
七
年
七
月
二
日
（
号
外
第
一
五
一
号
）
掲
載
の
第

八
期
決
算
公
告
（
枠
組
）
中
、
流
動
資
産
の
金
額

「7
6
7
,2
3
0

」
と
あ
る
は
「7

6
7
,7
1
1

」、
固
定
資
産
の
金
額

「3
9
,7
1
3

」
と
あ
る
は
「3

3
,3
6
1

」、
合
計
の
金
額

「8
0
6
,9
4
3

」
と
あ
る
は
「8

0
1
,0
7
3

」、
流
動
負
債
の
金
額

「3
3
6
,8
1
4

」
と
あ
る
は
「3

3
2
,5
3
1

」、
固
定
負
債
の
金
額

「7
1
,0
7
5

」
と
あ
る
は
「7

3
,3
5
3

」、
株
主
資
本
の
金
額

「3
9
9
,0
5
4

」
と
あ
る
は
「3

9
5
,1
8
8

」、
利
益
剰
余
金
の
金

額
「3

9
4
,0
5
4

」
と
あ
る
は
「3

9
0
,1
8
8

」、
そ
の
他
利
益
剰

余
金
の
金
額
「3

9
4
,0
5
4

」
と
あ
る
は
「3

9
0
,1
8
8

」、（
う
ち

当
期
純
利
益
）
の
金
額
「（1

9
0
,7
2
8

）」と
あ
る
は

「（1
8
6
,8
6
2

）」、
合
計
の
金
額
「8

0
6
,9
4
3

」
と
あ
る
は

「8
0
1
,0
7
3

」
の
誤
り
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

大
阪
市
天
王
寺
区
堀
越
町
一
一
番
一
一
号

株
式
会
社
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｏ

代
表
取
締
役

白
﨑
誠
志
朗

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
（
号
外
第
七
十
五
号
）
公
布

厚
生
労
働
省
令
第
五
十
三
号
（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染

症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省

令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
）
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